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時速150kmの地点で1.Mbit/sのス丿レー プッ ト,基地局か ら約6.6km・時速220㎞ の地点で300kbpsのスルー
プットが得 られ,高 速移動 中における通信を確認 している。
(3)OFDMの多値変調について,最 大スループッ トの観点か らは,Downlinkについては最大スループットの
























TCPIIPべ一スの移動体無線通信システムは,携 帯電話端末の枠を超え,カ ーナ ビゲーションシステ
ム等の高機能組込み機器の分野での更なる発展が期待 されている。本論文は,第3.9世代以降の広域移
動体通信方式の基盤技術であるOFDM(OrthogonalFrequencyDivisionMultipleXing)によるマル
チセル化技術 について,実 測値に基づいた研究成果をま とめたものであり,全文5章 よりなる。
第1章 は序論である。
第2章 では,受 信信号電力を指標 としたセル半径の定量的評価 を実測により行い,2GI{z帯の都市
部 ・丘陵地 ・住宅地の電波伝搬特性 を明 らかにしている。3基地局を用いることで,ブロー ドバ ン ドネッ
トワークを仙台市街地中心部の90%以 上の範囲にて実現できることを示 した。これ らの実測データの
解析結果は広域移動体通信方式においてセル設計を行 うためには極 めて有用な成果である。
第3章 では,OFDMの 孤立セルにおける無線通信特性を,高速移動性 とブ ロー ドバン ド性の観点か
ら述べてい る。高速道路及び新幹線移動時の実測結果 より,OFDMが 高速移動性の点で適 しているこ
とを示 した。 さらに,都 市部において種 々のアンテナ高におけるスループッ ト特性 を示す とともに,プ
ロー ドバ ン ド化 の鍵 とな る多値変調 に関 しては,下 り回線 では256QAM(QuadratureAmplitude
Modulation),上り回線では16QAMに より通信可能であることを示 した。 この結果はOFDMが 高
速移動環境においても十分なブ ロー ドバ ン ド性があることを示 してお り,重要な成果である。
第4章 では,セ ル当た りのセクタ数 が最大3の セル を3セ ル設置 した市街地環境 において,(1)
OFDM帯域幅が128MHzで周波数繰 り返 し数が1,及 び(2)帯域幅が3.84MHzで周波数繰 り返 し数
が3の 場合におけるスループッ トの実測結果を解析 し,セル設計指針 を提案 してい る。前者では,セ ク
タ間及びセル間干渉によるスループ ッ ト劣化が発生 し,後者 と比較 した場合にスループッ トが中央値で
約50%減 少することを示 した。 さらに,周 波数帯域幅一定条件下において前者 と後者のスループッ ト
を比較 した結果,従 来システムで用い られている固定化された周波数繰 り返 しによるセル設計指針では
スループ ットや場所率の最適化は困難 であることを示 し,割り当て周波数の動的制御が必要であること




ルチセル化技術について,実 測結果を世界で初めて報告 し,実測結果を基にセル設計指針を提案 し,そ
の有効性 を示 したもので,無 線通信工学の発展に寄与するところが少なくない。
よって,本 論文は博士(工 学)の 学位論文 として合格 と認める。
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